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栃木市文化大使を委嘱しました

　文化大使として活動していただくために贈呈しま
した名刺は、栃木市の文化をＰＲしていただくこと
も含めて、渡良瀬遊水地のヨシを使用した用紙で作
製しました。
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▽文化大使の話
　栃木市文化大使に委嘱され、たいへん光栄に
存じます。これからさらに栃木市の文化振興の
ために尽力していきたいと思います。
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　教育委員会では､ 文化振興を図るとともに市民協働による文化事
業を推進するため ｢栃木市文化振興推進制度｣ を制定しました。
　この制度の一つとして、『栃木市文化大使』を設置し、去る平成
25年 12月 18日、市役所において委嘱状交付式を行い５人の方を
委嘱しました。
　「文化大使」とは、市の文人もしくは墨客又は歴史、文化遺産等
について造詣が深く専門的な助言・講話等をしていただける方で、
本市と縁（ゆかり）のある方を委嘱するものです。市文化振興事業
の際にも支援、協力を願い、市内外に向けて市の文人・墨客や各地
域に存在する数々の歴史・文化遺産を紹介していただくとともに、
市内の文化遺産や文化活動に対して助言、指導をいただくことによ
り、本市の文化面の魅力を情報発信するとともに、文化振興を図っ
ていきたいというものです。
　具体的には、講演会での講師やイベント等でのパネル原稿の作成、
美術品・文化財の鑑定等への協力、文化団体等への助言、指導をお
願いしたいと考えています。
　今後、さらに美術・音楽分野などの方々も委嘱していく予定です。
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